
中国 黒龍江大学における日本語教師募集のお知らせ 

受 付 期 間：令和８年６月８日（月）～令和８年６月 19 日（金） 

面  談  日：個別に指定します。 

 
１ 概 要 

  新潟県は昭和 58 年に中国・黒龍江省と友好県省提携を結んで以来、40 年以

上にわたり経済、観光等様々な分野で交流を進めております。 

  このたび、同省の代表的な大学である黒龍江大学が、日本語教師を募集し

ていますのでお知らせします。大学が採用を決定した方に対しては、大学か

らの給与等支給のほか、新潟県国際交流協会から費用の一部に対して助成が

あります。 

 

２ 募集人数 

  １名 

 

３ 勤務条件 

(1)勤務期間 令和８年９月１日～令和９年８月 31 日（予定） 

(2)勤務先等 

ア 勤 務 先：黒龍江大学 外国語言文学学院 

（中国黒龍江省ハルビン市南崗区学府路 74 号） 

イ 勤務内容：日本語教師としての業務全般 

(3)応募資格 

次のアからカのいずれかに該当し、かつ、キ及びクの要件を満たす方 

ア 大学（短期大学を除く。以下同じ。）又は大学院において、日本語教育、

日本文化又は日本語学に関する教育課程を履修して所定の単位を修得し、

かつ、当該大学を卒業し又は当該大学院の課程を修了した方 

イ 大学又は大学院において日本語教育に関する科目の単位を26単位以上

修得し、かつ、当該大学を卒業し又は当該大学院の課程を修了した方 

ウ 令和６年３月31日までに公益財団法人日本国際教育支援協会が実施す

る日本語教育能力検定試験に合格した方 

エ 学士の学位を有し、かつ、日本語教育に関する研修であって適当と認

められるものを 420 単位時間以上受講し、これを修了した方 

オ 日本語教育機関認定法に基づき、登録日本語教員の登録を受けた方 

カ 日本語教師として通算２年以上勤務した経験をお持ちの方 

キ 新潟県内在住の方 

ク 令和８年９月１日時点において 60 歳未満の方 

   ※採用が決定した場合、応募資格を満たしていることを証明する書類（カ

の場合は、勤務した先の署名・押印のある、勤務経験を証明する書類）

を提出していただく必要があります。 

 

４ 待遇等 

(1) 大学側支給 

ア 給与及び手当 
給与：6,500 人民元～／月（約 15 万円～） 

イ 日本・中国間の旅費 
    派遣期間中１回の往復旅費全額 

ウ 宿 舎 



    学内の宿舎を大学が提供し、宿舎料金は大学負担 
    電気代の一部及び電話代は本人負担（部屋については単身用、世帯用

がありますが、空き状況によりご希望に添えない場合があります） 
(2) 新潟県国際交流協会からの助成金 

 以下の経費の一部に対して、助成金を交付します。（但し予算の範囲内） 
ア 大学が支給する以外の往復渡航費（新潟－ハルビン間１往復分のみ） 

  イ 支度料（例：海外傷害保険、予防接種料、旅券・査証申請手数料） 
   ウ その他必要と認める経費 
 

５ 勤務契約 

  本人と大学との間で、直接契約を結びます。 
 
６ 申込手続 

  別紙「中国・黒龍江大学日本語教師応募申込書」に必要事項を記入の上、

下記提出先まで郵送で提出してください。 
※封筒の表に「黒龍江大学日本語教師申込」と朱書してください。 

  ※提出された書類は大学に送付し、原則として返却しませんので、あらか

じめご了承ください。 
 
７ 申込期限 

令和８年６月 19 日（金） ※当日消印有効 

 
８ 面談の実施 

日   時 面談会場 住   所 

別途お知らせします。 新潟県庁 新潟市中央区新光町4-1 

 
９ 選考及び決定 

  選考は、日本での面談結果を参考に、大学が書類審査のうえ決定します。 
 

10 その他 

(1) その他、疑義等が生じた場合については、本人と大学が協議の上決定します。 
(2) 勤務期間中に万一事故等が発生した場合については、本人と大学が当事者間

の責任において、双方誠意をもって解決に当たるものとし、県及び県国際交流

協会はその責任を負いません。緊急又は不測の事態で勤務期間満了前に勤務が

中断した場合にも、同様とします。 
 

11 派遣までの流れ 

時 期 内 容 
６月 19 日（金） 募集締め切り 
個別に実施 面談 
７月上旬 派遣教師決定 

～８月末 出国準備 
８月末 出国 

 
【応募申込書提出・お問合せ先】 
 新潟県知事政策局国際課交流推進第２グループ 
 〒950-8570 新潟市中央区新光町４－１ 

 TEL：025-280-5962 
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